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魯山人書「七絶」1915 年頃（32 歳）33.0×47.7 ㎝ 

「山僧三昧茶三服 漁夫生涯竹一竿」（禅語） 

魯山人書「隷書千字文」1904 年（明治 37）21 歳 

北
大
路

き

た

お

お

じ

魯
山
人

ろ

さ

ん

じ

ん 

１
８
８
３
年
&
明
治
16
)
*
１
９
５
９
年
&
昭
和
34
)
12
月
&
満
76
歳
没
) 

書
道
家
・
篆
刻
家
・
画
家
・
陶
芸
家
・
漆
芸
家
・
料
理
家
な
ど
A
魯
山
人
は
雅
号
H
別
号
に
魯ろ

卿け
い

・
無
境
・

夢
境
な
ど
A
本
名
は
北
大
路
房ふ

さ

次
郎

じ

ろ

う

A
１
８
８
３
年
３
月
23
日
H
京
都
市
上
賀
茂
北
大
路
に
H
上
賀
茂
神

社
の
社
家

し

)

け

・
北
大
路
清せ

い

操そ
う

と
登と

女め

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
A
魯
山
人
は
H
母
の
不
貞
に
よ
り
で
き
た
子 

で
あ
v
た
A
そ
れ
を
知
v
た
父
は
H
魯
山
人
が
生
ま
れ
る
前
に
自
殺
&
39
歳
)A
母
は
H
魯
山
人
を
大
津
坂
本
の
農
家
に
預
け
失
踪
A

農
家
を
紹
介
し
て
く
れ
た
服
部
巡
査
の
妻
も
ん
が
魯
山
人
を
引
き
取
り
H
９
月
上
京
区
の
服
部
良
知
の
養
子
と
し
て
入
籍
H
服
部
房

次
郎
と
な
る
が
H
入
籍
の
二
�
月
前
に
服
部
良
知
は
行
方
不
明
に
な
り
H
そ
の
後
服
部
の
妻
は
病
死
A
服
部
の
養
子
夫
婦
が
魯
山
人

の
面
倒
を
み
た
が
H
１
８
８
６
年
&
明
治
19
)
頃
H
こ
の
義
兄
は
精
神
異
常
に
な
り
死
亡
A
１
８
８
７
年
&
明
治
20
)
魯
山
人
が
４

歳
の
時
H
義
姉
の
実
家
に
住
む
が
H
義
姉
の
母
か
ら
虐
待
を
受
け
る
A
こ
れ
を
見
か
ね
た
近
所
の
人
に
よ
り
H
１
８
８
９
年
&
明
治
22
)

魯
山
人
６
歳
の
４
月
H
服
部
家
を
離
縁
H
６
月
22
日
H
上
京
区
竹
屋
町
の
木
版
師
福
田
武
造
の
養
子
と
し
て
入
籍
し
H
福
田
房
次
郎

と
な
る
A
魯
山
人
は
小
学
校
４
年
し
か
行
v
て
い
な
い
A
家
業
を
手
伝
い
な
が
ら
10
歳
で
小
学
校
を
卒
業
H
そ
の
後
H
薬
屋
に
丁
稚

奉
公
を
３
年
勤
め
た
A
12
歳
の
頃
H
竹
内
栖

た
け
う
ち
せ
い

鳳ほ
う

に
あ
こ
が
れ
栖
鳳
の
画
塾
に
通
い
日
本
画
家
を
志
し
た
が
H
家
庭
の
事
情
で
画
家
の

道
を
き
ら
め
た
A
15
歳
の
頃
Há
一
字
書
き
ä
の
懸
賞
で
入
賞
を
重
ね
H
自
分
の
書
の
才
能
に
目
覚
め
H
古
書
を
買
v
て
書
を
独
習
し

た
A
17
歳
の
頃
H
新
聞
紙
上
で
西
洋
看
板
の
名
手
と
騒
が
れ
も
し
た
A
20
歳
&
１
９
０
３
年
・
明
治
36
年
)
の
時
H
書
家
を
志
し
て

上
京
A
21
歳
&
１
９
０
４
年
)
H
紹
介
状
を
も
v
て
巌
谷
一
六
H
日
下
部
鳴
鶴
を
訪
ね
た
が
師
事
し
な
か
v
た
A
11
月
H
日
本
美
術

展
覧
会
に
隷
書
千
字
文
を
出
品
H
一
等
賞
を
受
賞
H
宮
内
大
臣
子
爵
田
中
光み

つ

顕あ
き

に
買
い
上
げ
ら
れ
H
書
家
と
し
て
世
に
し
ら
れ
る
A

最
初
の
号
は
海カ

イ

砂サ

A
22
歳
&
明
治
38
)
の
時
H
顔
真
卿
を
宗む

ね

と
す
る
町
書
家
の
岡
本
可
亭

か

て

い

&
岡
本
太
郎
の
祖
父
)
の
内
弟
子
と
な
り
H

号
を
可
逸

か

い

つ

と
す
る
A
24
歳
&
１
９
０
７
年
)
岡
本
可
亭
か
ら
鴨
亭

お
う
て
い

と
い
う
号
を
贈
ら
れ
H
借
家
で
書
道
教
授
の
看
板
を
か
け
独
立
し
H

看
板
H
版
下
書
き
を
業
と
す
る
A
25
歳
H
結
婚
し
長
男
出
生
A
27
歳
か
ら
29
歳
に
か
け
H
朝
鮮
H
清
国
を
旅
し
H
篆
刻
を
習
い
始
め

る
A
１
９
１
２
年
&
明
治
45
)
H
上
海
の
呉
昌
碩
を
訪
れ
た
後
H
帰
国
A
30
歳
&
１
９
１
３
年
・
大
正
２
)
頃
H
大
観
と
号
し
H
竹

内
栖
鳳
H
土
田
麦
僊
H
速
水
御
舟
H
村
上
華
岳
H
榊
原
紫
峰
H
富
田
溪
仙
ら
と
知
り
合
v
た
A
彼
の
書
や
篆
刻
を
高
く
評
価
す
る
各

地
の
客
に
招
か
れ
て
H
食
客
と
な
り
H
看
板
を
制
作
し
た
り
し
な
が
ら
H
各
地
の
料
理
も
楽
し
ん
だ
A
32
歳
&
１
９
１
５
年
・
大
正

４
)
の
時
H
金
沢
訪
問
時
H
食
器
は
料
理
の
着
物
H
食
は
目
で
も
味
わ
う
も
の
H
と
気
づ
き
H
加
賀
の
山
代
温
泉
滞
在
時
に
H
は
じ

め
て
H
や
き
も
の
の
絵
付
け
を
体
験
し
た
A
彼
は
こ
の
頃
H
料
理
の
腕
を
磨
き
H
本
格
的
に
料
理
に
興
味
を
持
v
た
よ
う
で
あ
る
A

こ
の
北
陸
滞
在
時
に
彼
の
料
理
観
の
基
本
が
培
わ
れ
た
A
同
H
１
９
１
５
年
&
大
正
４
)H
福
田
家
よ
り
離
縁
H
北
大
路
登
女
方
へ
復

籍
し
H
再
び
北
大
路
房
次
郎
と
な
v
た
A
こ
の
北
陸
滞
在
時
に
彼
の
料
理
観
の
基
本
が
培
わ
れ
た
A
同
H
１
９
１
５
年
&
大
正
４
)
H

福
田
家
よ
り
離
縁
H
北
大
路
登
女
方
へ
復
籍
し
H
再
び
北
大
路
房
次
郎
と
な
v
た
A 

                

「玉堂」 

川合玉堂雅印 

「大観」 

横山大観雅印 

 

竹内栖鳳の雅印「霞中庵」 

「澹如
たんじょ

詩画
し が

」 

2.6×2.7 ㎝ 

「潤一郎」 

谷崎潤一郎の

印 約 12mm 角 

1919 年（大正

8）36 歳刻 

魯
山
人
の
篆
刻
は
独
学
だ
が
H

á
中
国
の
真
似
事
で
な
く
H
日
本

独
自
の
表
現
を
常
に
心
が
け
て
い

た
ä
と
言
わ
れ
る
A 

大
正
時
代
か
ら
昭
和
前
半
期
の

一
流
日
本
画
家
の
多
く
が
魯
山
人

の
印
を
用
い
て
い
る
A 
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魯山人書「 春 來
はるきたれば

草
くさおのず

自 生
からしょうず

」扁額
へんがく

 1925 年（大正 14）42 歳 132.3×33.0 ㎝ 

魯
山
人
36
歳
の
時
&
１
９
１
９
年
・
大
正
８
年
)H
同
郷
の
中
村
竹
四
郎
&
後
の
便
利
堂
社
長
)

と
東
京
京
橋
の
á
大
雅
堂
芸
術
店
ä
を
開
業
H
翌
年
á
大
雅
堂
美
術
店
ä
と
改
称
し
H
主
に
古
美
術

骨
董
を
並
べ
た
A&
こ
の
年
２
月
H
母
亡
く
な
る
A)
店
内
で
友
人
知
人
と
手
料
理
に
よ
る
昼
食
会
を

開
催
H
こ
れ
が
評
判
に
な
り
H
翌
大
正
10
年
H
こ
の
昼
食
会
を
会
員
制
の
á
美
食
倶
楽
部
ä
と
名

づ
け
て
発
足
H
ま
た
た
く
ま
に
会
員
90
名
に
達
し
た
が
H
40
歳
の
時
&
１
９
２
３
年
・
大
正
12
年
)H

関
東
大
震
災
で
大
雅
堂
美
術
店
が
焼
失
し
た
A
美
食
倶
楽
部
の
食
器
は
H
は
じ
め
H
店
の
骨
董
を
用

い
て
い
た
が
H
そ
れ
で
は
間
に
合
わ
な
く
な
り
H
魯
山
人
自
ら
食
器
を
作
る
計
画
を
立
て
た
A
こ
れ

ら
の
こ
と
が
H
陶
芸
家
H
料
理
家
H
美
食
家
魯
山
人
に
な
る
き
v
か
け
に
な
v
た
A 

上
図
は
H
北
魏
の
楷
書
風
の
á
柚
味
噌
ä

の
濡
額
&
看
板
)A 

京
都
で
は
魯
山
人
の
刻
書
看
板
は
人

気
が
あ
v
た
A 

は
じ
め
H
魯
山
人
は
H
篆
刻
や
看
板
や

書
道
で
生
計
を
立
て
た
よ
う
だ
A 

魯山人刻書「精霊
せいれい

」濡
ぬれ

額
がく

 63.2×29.8 ㎝   「濡額」は建物の外に掲げる木製のもの

で「板額」とも言う。「扁額」は室内専用の横に長い額で「横額」とも言う。 

創業 300 年の老舗味噌屋「八百三
や お さ ん

」 

京都市中京区姉小路通東洞院西入ル 

外の看板はレプリカ、本物は店内にあ

る。 

魯山人自書自刻「柚
ゆう

味噌
み そ

」看板 1914 年（大正 3）63×182×9 ㎝ 

魯山人自書自刻「四大宜
し だ い ぎ

」濡額 1913 年（大正 2）33.4×106.3×4.3 ㎝ 

「四大宜」とは四つの大切な道義の意。号は大観となっている。 

30 歳（1913 年）頃から大観と号し、33歳（1916 年）から北大

路魯
ろ

卿
けい

と名乗り、39 歳（1922 年）北大路家の家督を相続し魯山

人と名乗ったようである。魯山人の「魯」は、愚、鈍の意。「山

人」は山中に隠棲する人の意。または、顔真卿は魯公、魯卿とも

呼ばれることから、顔真卿への敬慕から号したのかもしれない。 

魯山人自書自刻「元祖・御水引老舗」濡額 1918 年（大正 7）35 歳 ケヤキ材、幅約 5m 老舗「源田紙業株式会社」蔵 

源田紙業株式会社は、京都市上京区中立売通堀川東入る南側にある老舗で、創業は 771 年とのこと。 
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á&
こ
の
手
本
の
揮
毫
に
つ
い
て
)
実
は
小
生
も
字

を
書
く
度
に
苦
し
ん
で
い
る
く
ら
い
だ
か
ら
H
大

分
躊
躇
し
た
の
だ
が
H・
・
・
止
せ
ば
よ
か
v
た
と

思
う
く
ら
い
の
も
の
だ
か
ら
H
諸
君
に
お
い
て
も
H

こ
の
手
本
に
向
か
い
H
あ
ま
り
真
剣
に
な
ら
な
い

で
H
い
や
に
な
v
た
ら
放
擲
し
て
H
古
法
帖
中
よ

り
自
分
の
好
む
と
こ
ろ
を
選
び
出
し
て
H
手
習
い

さ
れ
る
こ
と
を
望
む
A
習
字
の
要
訣
は
何
れ
に
し

て
も
H
一
つ
の
手
本
に
な
づ
む
よ
り
は
H
種
々
異

な
v
た
手
本
に
て
学
ぶ
こ
と
を
得
策
と
す
る
の
で

あ
る
A
筆
な
ん
か
も
自
分
で
書
き
易
い
と
さ
え
思

v
た
ら
何
だ
v
て
良
い
A
白
紙
に
習
う
も
古
新
聞

に
習
う
も
同
じ
こ
と
だ
A・
・
・
厚
か
ま
し
く
も
小

生
は
手
本
を
書
い
た
が
H
良
心
は
更
に
更
に
古
法

帖
に
学
べ
偉
人
の
書
に
学
べ
と
教
え
て
い

る
A・
・
・
ä 

&á
こ
の
手
本
を
書
い
た
こ
と
に
就
て
ä
よ
り
) 

魯山人書「常用漢字三軆習字帖
じょうようかんじさんたいしゅうじじょう

」部分 

1923 年（大正 12）40 歳 俗書である 

42
歳
の
時
&
１
９
２
５
年
・
大
正

14
)
H
中
村
竹
四
郎
と
共
に
H
東
京
赤

坂
山
王
台
に
H
会
員
制
高
級
料
亭
á
星

ほ
し
が

岡お
か

茶
寮

さ
り
?
う

ä
を
開
設
A
中
村
竹
四
郎
が
社

長
に
な
り
H
魯
山
人
は
顧
問
H
料
理
長

と
な
る
A 

43
歳
の
時
&
１
９
２
６
年
・
大
正

15
)
H
星
岡
茶
寮
で
使
う
食
器
を
自
作

す
る
た
め
H
北
鎌
倉
に
築
窯
し
H
各
地

か
ら
名
工
を
集
め
H
多
種
多
様
な
陶
磁

器
を
プ
ロ
デ
1
2
ス
し
制
作
し
て
い

v
た
A 

同
年
12
月
H
á
魯
山
人
習
作
第
一
回

展
観
ä
を
開
催
H
そ
の
後
も
H
星
岡
茶

寮
で
毎
年
作
品
展
を
開
催
し
た
A 

44
歳
の
時
&
１
９
２
７
年
・
昭
和
２

年
10
月
)
北
鎌
倉
山
崎
に
H
魯
山
人
窯

芸
研
究
所
星せ

い

岡こ
う

窯よ
う

が
発
足
し
た
A
魯
山

人
は
H
陶
芸
家
荒
川
豊
蔵
ら
か
ら
多
く

を
学
ん
だ
よ
う
だ
が
H
魯
山
人
の
陶
芸

は
H
自
分
の
料
理
の
た
め
の
我
流
の
陶

芸
で
あ
る
A 

星岡窯「第一参考館」内部、 

魯山人の蒐集した古陶磁は、およそ三千
五百点に及んだ。 

魯山人書「一行物」 

「慈眼視衆生」 
1926 年（大正 14）頃 

魯山人書「一行物」 

「松高白鶴眠」 
1926 年（大正 14）頃 

「星岡窯」1927 年（昭和２）北鎌倉山崎 総面積 7600 坪 「星ヶ岡茶寮之図」新撰東京名所図会(明治 30) 

á
・
・
・
私
が
此
参
考
品
を
集
め
る
に
当
v
て

の
標
準
は
H
凡
そ
三
百
年
以
前
の
物
と
云
う
事

を
理
想
と
し
・
・
・
中
華
H
朝
鮮
H
日
本
そ
の

他
に
亙
り
H
浅
く
と
も
殆
ん
ど
そ
の
一
通
り
は

手
を
届
か
せ
た
つ
も
り
で
あ
る
A
か
く
て
見

つ
ゝ
作
り
H
作
り
つ
ゝ
見
て
い
る
間
に
H
い
つ

と
は
な
し
に
そ
こ
に
何
や
ら
手
ご
た
え
を
感

ず
る
も
の
が
な
い
で
は
な
い
H
と
云
う
よ
り
も

寧
ろ
教
わ
る
處
が
真
に
少
な
く
な
か
v

た
・
・
・
ä 

&
１
９
３
３
年
・
昭
和
８
年
３
月
H
便
利
堂
印

刷
á
魯
山
人
家
蔵
百
選
ä
序
よ
り
) 
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魯山人書「千里同風」色紙 世田谷美術館蔵 

魯山人書「色紙」 世田谷美術館蔵 

魯山人自画賛「果実の図」1938 年（昭和 13） 

49.5×38.0 ㎝ 

（讃）園林生理未為貧  

磨隣老勃薩自有 随時果実新 

魯山人 印 

魯山人自画賛「椿図」世田谷美術館蔵 

（讃）幾 霜雲  春秋 魯山人 印 

47
歳
の
時
&
１
９
３
０

年
・
昭
和
５
)
H
中
村
竹
四
郎

は
便
利
堂
の
社
長
に
な
り
忙

し
く
な
v
た
た
め
H
魯
山
人
に

星
岡
茶
寮
を
任
せ
た
が
H
そ
の

間
H
魯
山
人
の
古
美
術
品
収
集

な
ど
の
浪
費
に
よ
り
H
茶
寮
は

経
営
危
機
に
陥
り
H
竹
四
郎
は

そ
の
穴
埋
め
の
た
め
銀
行
な

ど
方
々
を
駆
け
ず
り
回
v
た

が
H
１
９
３
６
年
&
昭
和
11
)

７
月
H
竹
四
郎
は
魯
山
人
に
解

雇
状
を
出
し
H
星
岡
茶
寮
か
ら

追
放
し
た
A
魯
山
人
は
竹
四
朗

を
告
訴
し
H
二
人
の
関
係
は
途

絶
え
て
し
ま
v
た
A 

追
放
さ
れ
た
魯
山
人
は
経

済
界
の
後
援
者
に
支
え
ら
れ

て
作
陶
を
続
け
H
志
野
H
織
部

な
ど
の
作
品
を
量
産
し
て
い

v
た
A
こ
の
頃
&
昭
和
８
年
)

か
ら
良
寛
へ
の
憧
れ
が
強
く

な
v
て
い
v
た
ら
し
い
A 

 

魯山人書「魯山人家

蔵百選」題字 

昭和８年３月発行 

便利堂印刷 

「宋赤絵壺」 

「仁清作火皿蜻蛉」 

「乾山作角皿」 

「木米作金襴手急須」 

「光悦手造赤楽雲文茶碗」 

「仁清作油皿蓮葉」 
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魯山人作「渕赤絵唐草文染付

夏之字額皿」籠字 

54
歳
の
時
&
１
９
３
７
年
・
昭
和

12
)
H
星
岡
窯
に
荒
川
豊
蔵
ら
を
呼
び

寄
せ
H
数
年
か
け
て
H
独
特
の
志
野
や

織
部
の
大
皿
な
ど
を
制
作
し
H
桃
山
時

代
の
陶
器
へ
の
憧
れ
を
深
め
て
い
v

た
A
魯
山
人
が
最
も
美
し
い
と
感
じ
た

備
前
焼
に
は
１
９
４
９
年
&
昭
和
24
)

頃
か
ら
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
A 

１
９
４
５
年
H
大
阪
と
東
京
の
星
岡

茶
寮
が
空
襲
で
消
失
し
た
A
中
村
竹
四

郎
と
の
告
訴
は
示
談
に
よ
り
終
結
H
魯

山
人
は
星
岡
窯
と
収
集
美
術
品
の
半

分
を
得
た
A 

魯山人作「呉須赤絵」 

魯山人作「良寛詩筆筒」 

赤呉須に銀泥 良寛風の字 

十
じゅう

字
じ

街頭
がいとう

乞食
こつじき

了
おわり

八幡宮邊
はちまんぐうへん

 魯山人「染付呉須花入」春色

無高下 1937 年（昭和 12） 

魯山人作「染付福字平向」 

萬
里
無
雲
孤
月
円
&
ば
ん
り 

く
も
な
く 

こ
げ
つ 

ま
ど
か
な
り
) 

魯
山
人 

魯山人作「備前火変徳利」 

魯山人作「織部土瓶」 

魯山人作「志野茶碗」 

魯山人書「一行書」1937 年頃

54 歳 『虚堂録』より 

世田谷美術館蔵 

魯山人書 色紙 昭和 27 年（1952）69 歳 

「芸術は吾人に宇宙の生命を物語り生気をもたら

し激励し発奮させる力である坐
ざ

辺
へん

師友
し ゆ う

はこの意味

で私を育てて呉れている 魯」 

魯山人作「椿文鉢」1940 年 

（昭和 15）頃 足立美術館蔵 

魯山人作「椿文鉢」1938 年（昭和 13）頃 

                                      

魯
山
人
は
H
王
羲
之
・
顔
真
卿
・
池
大
雅
に
学
び
H
良
寛
を
理
想
と
し
た
A 
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魯山人「一行書」1959 年 

76 歳 20.2×98.0 ㎝ 

「清風拂明月〃〃拂清風」 

魯山人「一行書」 

28.5×151.5 ㎝ 

54 歳 1937 年頃？ 

「抱琴看鶴去」 

魯山人「一行書」1954 年 

71 歳 97.5×18.0 ㎝ 

｢萩桂炊白玉｣ 

魯山人「一行書」1953 年 

70 歳 98.5×20.3 ㎝ 

「青海長雲萬里秋」 
池大雅の影響がある。 
 

魯山人「一行書」1953 年 

70 歳 98×19 ㎝ 

「青風躍馬出長安」 

63
歳
の
時
&
１
９
４
６
年
・
昭
和
21
)
東
京

銀
座
に
自
作
直
売
店
á
火
土

か

ど

火
土

か

ど

美
房

び

ぼ

う

ä
を
開
店
A

星
岡
窯
を
á
魯
山
人
雅
陶
研
究
所
ä
に
改
称
A 

１
９
５
１
年
&
昭
和
26
)
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ

夫
妻
を
一
時
H
星
岡
窯
で
世
話
し
作
陶
を
た
す
け

る
A
71
歳
の
時
&
１
９
５
４
年
・
昭
和
29
の
４

月
*
６
月
)
ア
メ
リ
カ
H
欧
州
各
地
を
旅
行
し
H

ピ
カ
ソ
と
シ
ª
ガ
2
ル
を
訪
問
A
ニ
1
2
ヨ
2
ク

近
代
美
術
館
で
á
北
大
路
魯
山
人
展
ä
が
開
か
れ

た
A
72
歳
の
時
H
織
部
焼
の
技
術
に
よ
る
重
要

無
形
文
化
財
保
持
者
&
人
間
国
宝
)
の
認
定
申
し

出
を
辞
退
A 

１
９
５
９
年
&
昭
和
34
)
12
月
21
日
H
ジ
ス

ト
マ
に
よ
る
肝
硬
変
に
よ
り
死
亡
A
満
76
歳
A 

星岡窯の慶雲閣蓮池にて。奥に見える田舎

家がイサム・ノグチ邸 魯山人とイサム・ノグチ 

星岡窯にて 

条幅揮毫中の魯山人。50代頃か？ 

魯山人とピカソ 1954 年 

南仏のヴァロリスにて 
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拙
作
陶
展
五
十
回
記
念
展 

魯
山
人 

謂
ふ
所
の
個
性
發
揮
H
之
に
重
点
を
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ 

藝
術
作
家
は
個
性
發
揚
に
遠
慮
は
ふ
可
H
亦
慎
み
深 

く
平
凡
な
常
識
を
有
つ
こ
と
も
禁
物
と
H
甚
だ
遅
け
れ
ど 

こ
の
ご
ろ
決
心
し
て
み
た
H
小
児
の
や
う
だ
馬
鹿
野
郎
奴
と 

怒
鳴
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
事
実
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
H 

陶
藝
作
家
な
ん
て
立
場
は
た
ゞ
も
う
徒
ら
に
陋
習
に 

生
き
て
ゐ
る
だ
け
の
も
の
で
四
邉
皆
そ
ん
な
も
の
で
あ
る
H 

兎
も
角
他
は
他
と
し
て
先
づ
自
分
だ
け
で
も
陋
習 

打
破
で
ゆ
こ
う
A
之
が
私
の
今
の
心
境
で
あ
る
A 

魯山人書額「拙作陶展 50回記念」1956 年(昭和 31)73 歳 62×61 ㎝ 

藝
術
も
所
詮
.
人
で
あ
る
.
藝
術
は 

誰
に
も
解
る
と
云
ふ
も
の
で
は
無
い 

人
に
よ
v
て
で
あ
る
H
人
を
得
ざ
れ
ば 

藝
術
は
生
れ
出
る
も
の
で
は
な
い
H
固 

よ
り
解
る
も
の
で
も
な
い
H
生
得
無
き 

者
は
如
何
に
藝
術
に
関
心
を
寄 

せ
窺
知

き

ち

せ
ん
と
す
る
も
無
駄
で
あ 

る
H
故
に
古
来
幾
人
も
之
に
當
る 

者
が
無
い
譯
で
あ
る
H 

魯山人書「色紙」1952 年（昭和 27）69 歳 魯山人筆「武蔵野」屏風 1959 年（昭和 34）167.8×183.0 ㎝ 

魯山人画「筆画賛」色紙 1940 年 

「筆硯精良人生一楽」魯山人 
魯山人愛用の筆と筆筒 
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魯
山
人
の
言
葉 

á
う
ま
い
字
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
H
よ
い
字
と
い
う
も
の
は
少
な
い
ä 

á
美
醜
不
二
H
善
悪
不
二
ä 

á
芸
術
は
捨
身
の
戦
法
だ
ä 

á
芸
術
は
H
計
画
と
か
作
為
を
持
た
な
い
も
の
H
刻
々
に
生
ま
れ
て
く
る
も
の
A

言
葉
を
変
え
て
言
う
な
ら
ば
H
当
意
即
妙
の
連
続
ä 

á
書
は
つ
ね
に
本
番
で
H
練
習
と
い
う
も
の
は
な
い
ä 

á$
日
本
の
三
筆
%
を
選
ぶ
な
ら
一
休
・
秀
吉
・
良
寛
だ
ろ
う
Aä 

  

á
少
な
く
と
も
ま
ず
二
百
年
H
三
百
年
の
昔
の
美
術
に
注
目
せ
よ
A
否
H
も
v
と

先
の
年
代
に
な
る
幾
多
の
作
品
に
眼
を
移
し
て
視
よ
A
そ
の
年
代
の
人
間
は
H
天

地
を
貫
く
自
然
の
美
妙
を
い
か
に
観
た
か
H
そ
し
て
そ
の
道
理
に
そ
む
く
こ
と
な

く
H
素
直
に
美
し
い
も
の
を
造
り
遺
し
て
い
v
た
か
に
注
目
せ
よ
ä 

 
á
人
物
の
値
打
ち
だ
け
し
か
字
は
書
け
な
い
A
字
と
い
う
の
は
H
人
物
価
値
以
上

に
は
光
ら
な
い
ä 

 

á 

書
に
は
必
ず
$
美
%
が
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
A
達
者
だ
と
か
H
立
派
だ
と
い
v
て

も
H
人
品
賤
し
き
も
の
に
は
$
自
然
美
%
と
い
う
$
美
%
は
具
わ
ら
ぬ
A
書
に
は

ど
ん
な
書
で
も
美
が
な
く
て
は
い
け
な
い
A
美
が
な
く
て
は
能
書
と
は
い
わ
れ
な

い
A
い
か
に
立
派
に
書
い
て
も
H
そ
の
人
工
的
技
術
の
外
に
自
然
美
と
い
う
よ
う

な
美
が
な
く
ち
=
い
か
ぬ
A
雅
と
い
う
も
の
が
な
く
ち
=
な
ら
ぬ
A 

&
中
略
) 

そ

う
い
う
も
の
は
H
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
て
来
る
か
と
い
い
ま
す
と
H
や
は
り
H
俗
欲

の
な
い
所
か
ら
生
ま
れ
て
来
る
よ
う
で
あ
り
ま
す 
ä 

 

á
と
に
か
く
自
分
の
習
v
た
他
人
の
書
は
H
や
が
て
自
分
に
帰
v
て
く
る
と
い
v

た
と
こ
ろ
ま
で
行
か
な
く
ち
=
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
A
そ
れ
で
な
け
れ
ば
意
義

が
な
い
A
兵
隊
の
よ
う
に
百
人
が
百
人
と
も
同
じ
に
歩
い
て
い
る
の
で
は
H
書
の

場
合
と
し
て
は
仕
方
が
な
い
A
そ
こ
に
至
る
に
は
H
ど
う
し
て
も
良
い
書
を
余
計

に
見
る
こ
と
で
H
眼
で
見
て
習
う
A
ま
ず
H
手
に
習
う
前
に
眼
で
よ
く
注
視
す
る
A

し
か
し
H
た
だ
眼
だ
け
で
見
て
お
v
た
の
で
は
腕
の
上
に
は
仕
方
が
な
い
話
で
す

が
H
第
一
は
こ
れ
を
子
細
に
検
討
し
て
よ
く
注
視
し
て
見
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
A

こ
の
眼
で
見
て
習
う
と
い
う
こ
と
は
H
小
さ
な
形
な
ど
に
捉
わ
れ
な
い
こ
と
に
な

り
ま
し
て
H
い
ろ
い
ろ
な
良
書
を
多
数
に
見
る
よ
う
に
な
り
H
容
易
に
一
つ
の
も

の
に
引
v
掛
か
ら
な
い
で
済
む
よ
う
に
な
り
H
そ
こ
に
自
ら
の
好
み
と
い
う
も
の

が
段
々
と
は
v
き
り
し
て
き
て
H
本
当
に
自
分
の
書
が
書
け
る
よ
う
に
な
る
の
で

あ
り
ま
す
A
ä 

 

á
手
本
を
一
つ
の
も
の
と
限
v
て
H
そ
れ
を
堅
く
守
v
て
習
v
て
も
H
あ
え
て
差

支
え
あ
り
と
は
い
い
ま
せ
ん
が
H
ま
た
十
種
類
の
良
書
を
そ
こ
に
置
い
て
H
あ
ち

ら
な
り
H
こ
ち
ら
な
り
を
嚙
り
習
v
て
お
る
の
も
よ
い
と
思
い
ま
す
A
段
々
そ
の

う
ち
に
初
め
は
よ
い
と
思
v
て
い
た
良
書
が
H
一
番
最
初
の
好
み
か
ら
見
て
H
二
H

三
番
目
の
書
が
よ
い
H
三
番
目
の
よ
り
五
番
目
の
書
が
よ
い
と
い
う
こ
と
が
会
得

さ
れ
て
来
ま
し
て
H
か
よ
う
に
沢
山
の
も
の
を
見
て
習
う
習
い
方
は
H
非
常
に
よ

い
方
法
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
A
つ
ま
り
H
立
派
な
先
生
と
沢
山
に
つ
き
あ
う
事
で

あ
り
ま
す
A
ä
&
平
野
雅
章
編
$
魯
山
人
書
論
%
中
公
文
庫
よ
り
) 

魯山人書「いろは屏風」六曲一双 1953 年頃？（昭和 28）70 歳 各 171×372 ㎝ 金屏風に一気に書いた？青墨を使用、琳派風のたらし込みの手法、直筆 「ビールを飲み過ぎて出来た作品」（平野雅章） 
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á
良
寛
様
の
書
に
注
目
さ
れ
ね
ば
な

ら
ぬ
こ
と
は
H
児
童
の
稚
拙
な
の
に

う
か
が
わ
れ
る
無
心
に
等
し
い
書
の

味
で
あ
ろ
う
A
一
旦
H
上
手
に
な
り

き
v
て
し
ま
わ
れ
た
良
寛
様
の
書

は
A
今
更
H
子
ど
も
の
稚
拙
な
書
に

移
v
て
ゆ
く
こ
と
は
出
来
る
訳
の
も

の
で
は
な
い
が
H
上
手
の
外
皮
に
包

ま
れ
て
い
る
中
身
餡あ

ん

の
味
付
け
に
H

童
心
童
技
の
盛
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
H
我
々
の
心
眼
に
映
じ
て
明
白
で

あ
る
äá
純
真
の
力
と
い
う
も
の
の
前

に
は
H
対
抗
す
る
何
者
も
な
い
ä 

á
子
供
は
子
供
ら
し
い
素
直
な
良
い

字
を
書
い
て
こ
そ
H
子
供
と
し
て
の

善
書
た
り
得
る
の
で
あ
る
ä 

&
平
野
雅
章
編
$
魯
山
人
書
論
%
中

公
文
庫
よ
り
) 

 

魯
山
人
の
言
葉 

á
な
ん
と
し
て
も
自
由
に
書
く
H
習
う
と
い
う
こ

と
が
モ
h
ト
2
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ä 

á
書
道
を
極
め
ん
と
す
る
嗜
み
は
H
人
格
の
完
成

を
期
せ
ん
と
希
望
す
る
念
願
と
H
な
ん
ら
変
わ
る

と
こ
ろ
あ
v
て
は
な
ら
な
い
ä 

á
作
家
と
い
う
立
場
は
H
そ
の
仕
事
に
向
か
v
て

徹
頭
徹
尾
H
あ
く
ま
で
自
由
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
A
古
い
習
慣
に
捉
わ
れ
H
身
動
き
を
失
う
よ
う

で
は
H
創
意
創
作
な
ど
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
A・
・
・

学
ぶ
と
こ
ろ
の
な
い
者
の
と
り
ち
が
え
た
自
由

は
H
実
は
で
た
ら
め
を
さ
す
も
の
で
あ
り
H
そ
こ

に
は
真
の
自
由
は
な
い
A・
・
・
美
の
教
養
を
可
能

な
限
り
学
び
H
自
由
に
よ
る
創
意
創
作
の
表
現
か

ら
の
み
得
ら
れ
る
満
足
を
味
わ
う
こ
と
こ
そ
作
家

の
生
命
な
の
で
あ
る
ä 

á
自
分
の
字
と
い
う
も
の
が
生
ま
れ
て
来
な
い
と

お
も
し
ろ
く
な
い
ä 

 魯山人「今村力三郎宛書簡」部分 

良寛風の書になっている。 

魯山人書「いろは金屏風」六曲一双 各 167.7×373.0 ㎝ 岡山後楽園蔵 

1959 年（昭和 34）夏、「いろは屏風」を揮毫する魯山人 

左は平野雅章氏 

魯山人作「金彩入良寛詩筆筒」 

1941 年（昭和 16） 

径 7.8×12.5 ㎝ 

魯山人書「良寛詩・逢賊」 

逢
賊 

良
寛 

禅
版
蒲
団
把
将
去
賊 

打
草
堂
誰
敢
禁
終 

宵
孤
坐
幽
窓
下
疎
雨 

蕭
々
苦
竹
林 

夢
境 

庵
に
泥
坊
が
入
り
H
蒲
団
や
坐
禅
に

使
う
板
を
持
v
て
い
v
て
し
ま
v

た
A
し
か
し
H
あ
え
て
誰
が
こ
の
賊

を
咎
め
ら
れ
よ
う
か
A
窓
の
下
で
独

り
坐
禅
を
組
ん
で
い
る
と
H
ぱ
ら
ぱ

ら
と
竹
林
に
雨
の
音
が
す
る
A 

忽
驚
人
語
響 

水
禽
鼓
翼
飛 

良
寛 

á
た
ち
ま
ち
人
語
の

響
き
に
驚
き 

水
禽
翼
を
鼓う

v
て
飛

ぶ 

良
寛
ä 

拝
啓 

過
日
ハ
態わ

ざ

〃わ
ざ 

百
合
根
御
恵
投 

難
有
存
候
品
質 

相
当
優
良
に
候
若
し 

&
売
物
と
し
て
あ
る 

も
の
に
候
ハ
ゝ
御
紹 

介
給
ハ
り
度
候
・
・
・
) 
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魯山人作「絵瀬戸秋草文壷」 

魯山人作「雲錦大鉢」1941 年（昭和 16） 

魯山人筆「松林」1950 年（昭和 25）60.5×75.0 ㎝ 

魯山人画賛「松林双鳥図」尋常一様松 

魯山人画「山躑躅」色紙 

魯山人が 2 歳の頃、大田神社の
沢のあたりで真っ赤な躑躅に出合
った。「生涯、こんな美しいものを
追い求めて行きたい」「あの真っ赤
な躑躅の色がわしの人生を支えて
くれるようになった。わしが美を
意識するようになった初めての体
験だった」と後年語っている。 

魯
山
人
の
言
葉 

á
焼
物
を
作
る
ん
だ
v
て
H
み
な
コ
ピ
2
さ
A
な
に
か
し
ら
の
コ
ピ

2
で
な
い
も
の
な
ん
か
は
な
い
ん
だ
A
た
だ
し
H
そ
の
ど
こ
を
狙
う

か
と
い
う
狙
ら
い
ど
こ
ろ
H
真
似
ど
こ
ろ
が
肝
要
な
の
だ
ä 

á
自
然
界
の
現
象
に
近
い
ほ
ど
い
い
の
で
あ
り
ま
す
A
書
と
い
え
ど

も
結
局
お
手
本
の
元
は
H
こ
の
自
然
界
に
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
ä 

V
自
然
は
芸
術
の
極
致
で
あ
り
.
美
の
最
高
で
あ
る
^ 

 

!
凡
て
の
も
の
は
天
が
造
る
A
天
日
の
下
新
し
き
も
の
な
し
と
は
そ

の
意
に
外
な
ら
ぬ
A
人
は
唯
自
然
を
如
何
に
取
り
入
れ
る
か
H
天
の

成
せ
る
も
の
を
H
人
の
世
に
如
何
に
し
て
活
か
す
か
H
た
だ
そ
れ
だ

け
だ
A
し
か
も
そ
れ
が
仲
々
容
易
な
業
で
は
な
い
A
多
く
の
人
は
自

然
を
取
り
入
れ
た
つ
も
り
で
こ
れ
を
破
壊
し
H
天
成
の
美
を
活
か
し

た
つ
も
り
で
こ
れ
を
殺
し
て
い
る
A
偶
々
不
世
出
の
天
才
と
言
わ
れ

る
人
が
H
僅
か
に
自
然
界
を
直
視
し
H
天
成
の
美
を
掴
み
得
る
に
過

ぎ
な
い
の
だ
A
だ
か
ら
H
我
々
は
先
ず
何
よ
り
も
自
然
を
見
る
眼
を

養
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
k
こ
れ
な
く
し
て
は
.
よ
い
書
画
は
出
来
ぬ
k 

絵
画
然
り
H
そ
の
他
一
切
の
美
H
然
か
ら
ざ
る
な
し
と
言
え
る
ä 

 

魯山人作「色絵双魚文平鉢」1935 年 

魯山人作「信楽土木の葉皿」 

魯山人作「日月椀」漆器 1930 年代 
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魯山人画「採蓮図」1938

年 28.5×134.0 ㎝ 

魯山人筆「壺と椿」色紙 1940 年 

魯山人画賛「山神峡」42.2×31.5 ㎝ 

（賛）雲吐山猶山呑雲 魯山人 

                      

魯
山
人
の
言
葉 

á
私
は
人
間
の
皆
が
美
し
い
こ
と
を
好
み
H
良
い
も
の
を
良
い
と
分
か
り
H
本
当
の
道
を
歩
く
こ
と
が
本
当
だ
と
分
か
り
H
仮
に
も

邪
欲
の
道
に
陥
ち
入
る
こ
と
の
な
い
よ
う
力
を
尽
く
し
た
い
A
真
の
美
術
家
に
な
る
た
め
に
は
H
飽
く
な
き
美
術
道
楽
を
す
る
こ
と

に
あ
る
と
思
う
ね
A
人
工
美
を
極
め
つ
く
し
た
上
に
H
自
然
美
に
眼
を
向
け
H
こ
れ
に
没
入
す
る
こ
と
だ
ね
A
人
工
美
だ
け
で
は
何
々

流
と
い
う
奴
に
な
v
て
H
一
向
に
面
白
く
な
い
A
前
者
よ
り
も
後
者
が
大
切
だ
ä&
平
野
雅
章
編
$
魯
山
人
陶
説
%
中
公
文
庫
よ
り
) 

 

á
・
・
・
か
よ
う
の
良
能
の
書
が
生
れ
出
た
ゆ
え
ん
の
も
の
は
と
い
え
ば
H
そ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
不
思
議
な
く
ら
い
世
間
欲
の

な
い
良
寛
様
の
人
格
の
立
派
さ
が
H
そ
う
し
た
も
の
だ
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
A
す
べ
て
�
芸
術
も
人
な
り
�
で
H
作
者
の
人
格
は

そ
の
作
品
に
反
映
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
A
良
寛
様
の
書
の
価
値
は
H
と
り
も
な
お
さ
ず
良
寛
様
の
人
格
の
価
値
で
あ
る
と
断
じ
て

万
間
違
い
は
な
い
A
世
に
人
格
以
上
と
か
H
人
格
以
外
と
か
の
書
と
い
う
も
の
な
ど
あ
り
得
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
A
そ
の

う
ま
さ
に
お
い
て
H
そ
の
美
術
と
し
て
の
美
し
さ
に
お
い
て
H
あ
る
い
は
い
や
ら
し
い
作
り
も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
H

良
寛
様
の
書
は
H
ま
v
た
く
良
寛
様
の
美
し
い
人
格
に
よ
り
て
生
れ
出
た
も
の
な
の
で
あ
る
こ
と
を
H
つ
く
づ
く
思
わ
さ
れ
る
A・
・
・
ä 

 

á
・
・
・
す
べ
て
の
芸
術
は
$
そ
の
時
々
で
い
ろ
い
ろ
で
あ
る
%
よ
う
で
な
け
れ
ば
H
そ
の
作
品
は
生
き
て
も
の
い
う
こ
と
に
は
な

ら
な
い
A・
・
・
ä
!
良
寛
様
の
書
は
H・
・
・$
そ
の
時
々
%
の
心
境
H
感
情
の
動
き
で
生
ま
れ
出
た
書
で
あ
る
・
・
・
A
す
な
お
に

な
ん
ら
の
囚
わ
れ
な
く
H
日
々
新
た
に
し
て
H
停
滞
の
な
い
実
際
か
ら
来
る
そ
の
生
活
心
情
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
A・
・
・
ä 

 

á
・
・
・
お
よ
そ
東
洋
の
芸
術
を
見
る
に
H
最
初
は
中
国
で
あ
る
が
H
最
後
は
い
つ
も
日
本
で
あ
る
A
常
に
お
体
裁
を
作
る
の
が
中

国
民
族
の
仕
事
と
な
v
て
お
り
H
そ
れ
に
味
を
持
た
せ
H
も
の
柔
か
く
こ
な
し
H
表
面
の
お
体
裁
に
加
う
る
に
底
力
に
重
点
を
お
き
H

魂
を
確
と
入
れ
て
生
き
た
も
の
に
す
る
の
は
H
日
本
民
族
の
仕
事
と
な
v
て
い
る
A
さ
れ
ば
H
お
体
裁
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
H

日
本
人
の
芸
術
に
は
魅
力
が
あ
り
H
雅
味
が
あ
り
H
品
調
が
高
い
H
が
特
色
で
あ
る
A
ä
á
書
道
も
唐
以
前
は
し
ば
ら
く
お
き
H
そ
の

以
後
な
る
も
の
は
H
見
る
べ
き
芸
術
は
日
本
に
続
発
は
す
る
が
H
中
国
に
は
生
ま
れ
な
い
Aä 

 

á
良
寛
様
の
書
に
お
い
て
今
一
つ
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
H
童
児
の
手
習
い
に
見
る
稚
拙
そ
の
も
の
の
含
有
で
あ
る
Aä 

á
す
べ
て
よ
き
芸
術
は
H
外
柔
内
剛
と
決
v
て
い
る
・
・
・
こ
れ
に
反
し
よ
か
ら
ぬ
芸
術
は
大
抵
外
剛
内
柔
で
あ
る
Aä 

&
魯
山
人
随
筆
á
良
寛
様
の
書
ä
昭
和
27
年
よ
り
) 
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魯山人「桐板画・賛」   賛：春来草自生 無境ロ 

魯
山
人
の
言
葉 

á
生
花
も
名
人
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
材
料
を
多
く
使
わ
な
い
A
生
花
の
極
意
は
花
の
材
料

を
あ
ま
り
使
わ
ず
省
略
の
極
致
ま
で
進
め
て
い
る
A
茶
の
席
で
は
$
白
玉
%
な
ど
白
椿
を

一
輪
さ
し
H
五
人
の
客
を
遇
す
る
一
室
を
美
し
く
飾
る
A
こ
れ
が
日
本
人
の
鑑
賞
力
の
高

さ
で
H
西
洋
人
は
一
輪
の
花
の
美
し
さ
を
見
る
眼
力
に
乏
し
い
Aä 

á
山
野
を
歩
い
て
花
を
あ
さ
る
心
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
A
花
を
生
け
て
楽
し
む
こ
と
は

自
然
を
愛
す
る
こ
と
で
あ
る
Aä 

á
花
は
足
で
生
け
る
と
は
H
足
で
山
野
に
花
を
あ
さ
れ
と
い
う
の
で
あ
る
A
生
花
を
す
る

ほ
ど
の
者
は
絶
え
ず
こ
の
心
を
唯
一
の
金
科
玉
条
と
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
A‥

‥

同
じ
花

で
も
H
花
屋
に
売
v
て
い
る
花
は
畠
で
作
v
た
花
だ
か
ら
自
然
の
相
H
自
然
の
色
を
失
v

て
お
も
し
ろ
く
な
い
A
要
す
る
に
H
人
工
の
加
わ
v
た
花
は
H
同
じ
く
花
に
は
違
い
な
い

が
自
然
美
を
失
v
て
い
る
A
そ
う
い
う
花
で
満
足
す
る
こ
と
自
体
が
H
す
で
に
生
花
す
る

者
の
H
人
と
し
て
の
低
級
さ
を
物
語
る
A
そ
こ
で
古
人
は
こ
れ
を
喝
破
し
て
H
一
言
の
も

と
に
花
は
足
で
生
け
る
と
称
し
た
の
で
あ
る
A
足
で
生
け
る
と
は
H
山
野
を
跋
渉
し
て
自

然
の
美
を
求
め
よ
と
い
う
教
え
で
あ
る
Aä 

á
生
花
を
す
る
ほ
ど
の
者
は
H
自
然
美
を
知
ら
な
く
て
は
な
ら
ぬ
A
自
然
美
が
わ
か
v
て

後
H
止
む
に
止
ま
れ
な
く
て
H
切
花
を
部
屋
に
生
け
る
の
が
真
の
生
花
で
あ
る
Aä 

藤原雄作「備前壺」 

                 

魯
山
人
は
.
な
ぜ
良
寛
を
崇
拝
し
.
良
寛
に
憧
れ
た
の
か
.
良
寛
と
は
何
か
？ 

魯
山
人
は
H
自
分
の
つ
く
る
も
の
が
最
高
で
H
他
の
も
の
は
く
だ
ら
な
い
と
発
言
し
て
い
た
が
H
良
寛
は
例
外
で
あ
v
た
A 

１
９
１
８
年
&
大
正
７
)
初
夏
H
相
馬

そ

う

ま

御
風

ぎ
,
ふ
う

の
�
大
愚
良
寛
�
が
春
陽
堂
か
ら
出
版
さ
れ
て
か
ら
後
H
良
寛
の
書
と
人
に
対
す
る
熱

烈
な
愛
好
が
H
当
時
の
知
識
人
や
上
流
階
級
の
間
に
起
こ
v
た
A 

魯
山
人
は
H
昭
和
８
年
頃
&
50
歳
)
か
ら
良
寛
へ
興
味
を
持
ち
は
じ
め
H
晩
年
に
は
崇
拝
す
る
ま
で
に
な
v
た
よ
う
で
あ
る
A 

魯
山
人
の
芸
術
は
装
飾
性
が
命
だ
と
言
わ
れ
る
が
H
良
寛
の
書
は
H
飾
ら
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
A
魯
山
人
は
数
千
万
円
も
の
借
金

を
し
て
良
寛
の
書
を
手
に
入
れ
た
と
い
う
A
彼
は
天
地
ほ
ど
も
違
う
良
寛
に
H
な
ぜ
心
酔
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
A 

 

á
良
寛
は
H
品
格
に
す
ぐ
れ
H
倫
理
性
が
高
く
H
無
私
公
平
・
・
・$
書
は
そ
の
人
の
生
命
な
り
%
と
云
ふ
も
の
は
線
一
本
H
字
一
劃

の
問
に
己
れ
の
性
格
が
表
は
れ
H
字
一
劃
の
違
ひ
に
個
性
が
表
は
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
・
・
・
良
寛
の
書
は
個
性
に
す
ぐ
れ
・
・
・
H

練
り
上
げ
た
字
だ
・
・
・
良
寛
の
字
を
見
て
い
る
と
H
心
に
や
す
ら
か
さ
が
与
え
ら
れ
H
ほ
が
ら
か
さ
や
静
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
・
・
・

良
寛
の
字
そ
の
も
の
に
感
情
が
あ
る
・
・
・
良
寛
の
漢
詩
は
・
・
・
寒
山
詩
の
ひ
び
き
が
あ
り
ま
す
・
・
・
然
し
実
際
は
寒
山
の
ひ

び
き
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
A
良
寛
そ
の
人
の
心
が
表
は
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
に
価
値
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
・
・
・
ä&
大
正
13
年

夏
H
富
山
県
で
の
相
馬
御
風
の
á
良
寛
和
尚
の
生
活
と
芸
術
ä
と
い
う
講
演
か
ら
) 

á
良
寛
は
日
本
人
の
$
心
の
ふ
る
さ
と
%ä&
相
馬
御
風
$
一
茶
と
良
寛
と
芭
蕉
%
１
９
２
５
年
か
ら
) 

 

á
良
寛
は
日
本
の
真
髄
を
伝
え
た
ä&
川
端
康
成
) 

á
良
寛
の
生
き
方
は
H
脆
弱

ぜ
い
じ
)
く

を
恐
れ
ず
H
寂
寥

せ
き
り
?
う

を
忘
れ
ず
ä&
松
岡
正
剛
) 

á
良
寛
は
H
最
も
日
本
人
ら
し
い
日
本
人
ä&
唐
木
順
三
) 

 

魯
山
人
は
傲
慢
で
傍
若
無
人
で
あ
v
た
と
嫌
わ
れ
て
い
る
が
H 

備
前
焼
の
大
家
・
藤
原
雄ゆ

う

氏
は
H
魯
山
人
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
A 

á
魯
山
人
先
生
に
は
日
本
的
感
性
と
か
H
美
意
識
と
か
H
風
情
H 

人
生
を
粋
に
生
き
る
こ
と
と
か
H
モ
ノ
を
上
手
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
な
ど
H 

陶
芸
の
哲
学
を
学
ん
だ
・
・
・
ä 

á
料
理
が
ボ
デ
@
&
体
)
で
食
器
は
衣
装
A・
・
・
そ
の
器
が
必
ず
し
も
美
し
く
H 

器
用
な
も
の
で
な
く
て
も
H
味
が
あ
り
H
何
か
し
ら
心
が
休
ま
る
H
粋
を
感
ず
る
H 

あ
る
い
は
日
本
人
の
美
意
識
で
あ
る
$
め
で
る
%
と
か
$
た
わ
わ
%
と
い
v
た
も
の 

を
器
の
中
に
初
め
て
表
現
し
た
の
は
魯
山
人
先
生
だ
v
た
Aä 
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魯
山
人
の
放
言
&
欧
州
か
ら
帰
国
後
) 

á
ピ
カ
ソ
は
絵
が
下
手
で
美
が
な
い
A
思
想
の
文
字
を
絵
に
描
い
た
だ
け
ä 

á
ピ
カ
ソ
な
ん
て
H
ゴ
ロ
ツ
キ
の
親
分
み
た
い
な
奴
さ
H
俺
の
ほ
う
が
よ
v
ぽ
ど
大
芸
術
家
だ
ä 

á
良
寛
は
$
好
ま
ぬ
も
の
が
三
つ
あ
る
%
と
て
H
歌
詠
み
の
歌
と
書
家
の
書
と
料
理
屋
の
料
理
と
を
挙
げ
て
い
る
A・
・
・
い
ず
れ

も
ヨ
ソ
ユ
キ
の
虚
飾
そ
の
も
の
で
あ
v
て
H
真
実
が
な
い
か
ら
い
か
ん
と
い
v
て
い
る
に
違
い
な
い
A
つ
ま
り
H
作
り
も
の
は
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
だ
A
だ
が
H・
・
・
家
庭
料
理
を
そ
の
ま
ま
料
理
屋
の
料
理
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
H
と
い
え
ば
H
そ
れ
は
で

き
な
い
H
客
は
来
な
い
か
ら
だ
A
明
ら
か
に
家
庭
料
理
と
料
理
屋
の
料
理
と
に
は
な
ん
と
も
仕
方
の
な
い
区
別
が
あ
る
A・
・
・
そ

の
区
別
は
な
に
か
A
家
庭
料
理
は
H
い
わ
ば
本
当
の
料
理
の
真
心
で
あ
v
て
H
料
理
屋
の
料
理
は
こ
れ
を
美
化
し
H
形
式
化
し
た
も

の
で
虚
飾
で
騙
し
て
い
る
か
ら
だ
A
譬
え
て
い
う
な
ら
ば
H
家
庭
料
理
は
料
理
と
い
う
も
の
に
お
け
る
真
実
の
人
生
で
あ
り
H
料
理

屋
の
料
理
は
見
か
け
だ
け
の
芝
居
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
A・
・
・
料
理
屋
の
料
理
を
一
般
に
い
け
な
い
と
い
う
の
は
H・
・
・
こ
の

芝
居
を
演
ず
る
料
理
人
が
大
根
役
者
で
あ
v
て
H
名
優
で
な
い
か
ら
で
あ
る
A・
・
・
料
理
屋
の
料
理
は
H
家
庭
料
理
を
美
化
し
H

定
型
化
し
て
H
舞
台
に
か
け
る
と
こ
ろ
の
H
料
理
に
お
け
る
芝
居
な
の
で
あ
る
A
た
だ
し
H
こ
れ
が
名
優
の
演
技
に
な
ら
ね
ば
い
か

ん
の
だ
A
わ
れ
わ
れ
が
料
理
屋
の
料
理
を
い
か
ん
と
い
う
の
は
H
そ
の
料
理
人
が
名
優
で
な
い
か
ら
で
あ
る
A
こ
れ
を
書
に
つ
い
て

い
v
て
み
る
な
ら
ば
H
書
は
日
常
の
用
に
立
て
る
手
紙
と
か
日
記
と
か
H
ひ
と
に
書
の
う
ま
さ
を
見
せ
る
の
が
目
的
で
書
い
た
も
の

で
な
い
の
が
本
当
の
書
で
あ
る
A・
・
・
こ
れ
が
い
ち
ば
ん
純
真
な
美
的
価
値
を
有
す
る
わ
け
で
あ
る
A
し
か
し
H
こ
れ
を
軸
に
し

て
床
の
間
に
掛
け
て
楽
し
む
と
か
H・
・
・
こ
こ
に
お
い
て
書
に
も
ま
た
H
こ
れ
を
美
化
し
H
定
型
化
す
る
よ
う
な
芝
居
が
演
ぜ
ら

れ
る
A
書
家
の
書
が
す
な
わ
ち
こ
れ
で
あ
る
A
だ
が
H
多
く
の
場
合
も
こ
の
書
な
る
も
の
が
H
料
理
人
と
同
じ
く
名
優
の
名
技
で
は

な
い
A
だ
か
ら
H
そ
の
書
が
名
技
と
し
て
尊
敬
の
的
に
は
な
ら
な
い
A
要
は
書
家
の
書
だ
か
ら
い
け
な
い
の
で
は
な
い
A
大
根
役
者

の
芝
居
だ
か
ら
い
け
な
い
の
だ
Aä&
魯
山
人
á
料
理
芝
居
ä
か
ら
) 

数寄屋造り「桂離宮・書院群」 

魯
山
人
の
言
葉 

!
審
美
眼
を
進
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
か
H
美
術
H
工
芸
H
書
画
骨
董
H
建
築
H
織

物
H
陶
器
H
漆
芸
H
造
園
と
か
H
そ
う
い
う
す
べ
て
の
美
が
わ
か
る
よ
う
に
な

ら
な
け
れ
ば
い
か
ぬ
と
い
う
教
育
を
し
て
い
る
書
家
を
残
念
な
が
ら
知
り
ま
せ

ん
が
H
と
も
か
く
能
書
に
は
美
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
ま
す
Aä 

 

á
数
寄
ä
は
á
好
き
ä
か
ら
き
て
い
る
A
茶
に
湯
で
使
わ
れ
た
A 

茶
室
を
á
数
寄
屋
ä
と
い
い
H
茶
人
を
á
数
寄
者
äH
茶
道
具
を
á
数
寄
道
具
ä

と
い
う
A 

日
本
独
自
の
美
意
識
で
あ
る
á
数
を
寄
せ
て
成
立
す
る
ä
は
Há
数
寄
ä
の
文
化

か
ら
生
ま
れ
た
A 

á
桂
離
宮
は
H
長
い
年
月
を
か
け
て
H
何
度
も
増
改
築
を
重
ね
H
寄
せ
て
寄
せ

て
造
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
H
工
事
が
し
易
い
よ
う
に
H
柱
と
土
壁
を
基

本
と
し
た
簡
素
で
機
能
性
を
兼
ね
備
え
た
構
造
に
な
v
て
い
る
A
内
部
の
床
柱

や
そ
の
他
の
柱
の
一
本
一
本
H
建
具
H
床
H
引
手
H
釘
隠
し
H
和
紙
な
ど
の
細

か
い
装
飾
ま
で
こ
だ
わ
り
H
美
を
深
く
追
求
し
て
い
る
A
こ
れ
ら
の
美
意
識
は
H

日
本
の
精
神
性
を
取
り
入
れ
た
茶
の
湯
の
文
化
な
ど
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
日
本

独
自
の
も
の
で
あ
る
Aä 

桂離宮「松琴亭内部」 

               

数
寄

す

き

文
化
と
魯
山
人 

                  

日
本
文
化
と
は
何
か 

  

日
本
人
と
は
何
か 

  

日
本
と
は
何
か 
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